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１．研究計画の概要 
（１）中央アジアの重金属の濃度分布をもとに，灌
漑農地での重金属の汚染源について，灌漑水と
地下水，河川水，土壌，栽培食物などの調査か
ら，重金属の食物連鎖による生態系への影響に
ついて考察する． 
（２）重金属による汚染拡大の速度と危険性につ
いても明らかにしていく． 
（３）中央アジアの，重金属の大規模灌漑農業に
よる汚染拡散のメカニズムを明らかにする． 
（４）今後の汚染防止策，および汚染除去対策
について立案する． 
 
２．研究の進捗状況 
（１）各濃度分布について、月変動とともに
調査を行っている。アラル海の縮小に伴う水
汚染が深刻であるウズベキスタン共和国の
カラカルパック地域で重点的に調査を行う
こととした。そして、これまでの 1 年 1 回の
サンプリングだけではなく、地点を設定し、
河川水と地下水を毎月試料採取し、月変動を
調査することとした。その結果、地下水の元
素濃度の方が、河川水より高い濃度であった。
さらに、冬場に、特に、地下水の硝酸イオン
濃度が高くなっていることが明らかとなっ
た。しかし、濃度変化は、年度によって差が
あり、さらに詳しく調べる必要があるので、
今年度も調査していくこととした。 
（２）汚染拡大の速度について明らかにする
ために、濃度分布の変化を調査している。そ
のなかで、カラカルパック地域の農村で、子
供の歯が部分的に溶けている地域が見られ
た。この村では、地下水を飲料水としており、
過去に地下水汚染があったことの証拠であ
る。しかし、層状に溶けていることから、常

に、汚染しているわけではなく、スポット的
に汚染していると考えられる。そこで、新た
に、この地点も、月変動を調査する地点に加
え、2010 年 10 月からサンプリングを開始し
た。 
（３）拡散の状況が各元素によって異なって
いることが明らかとなった。そこで、月々の
サンプル濃度から、特に問題のある元素につ
いて、検討を行っているところである。 
（４）染防止策，および汚染除去対策について
立案するために、どのような元素による汚染
かを明らかにしているところである。 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 
元素により、汚染の拡散の仕方が異なってい
ることが、水と土壌の調査から明らかとなっ
たため、汚染拡散のメカニズムの解明に時間
がかかっている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）月々のサンプル濃度から、特に問題の
ある元素について調査研究を行って、汚染拡
散のメカニズムの解明を行うこととした。 
（２）カラカルパック地域の農村での月変動
をさらに詳しく調べることで、この地域の汚
染について、明らかにしていくこととした。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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